
３月２日（土）

竣工以来53年が経過した旧庁舎
は老朽化が進み、耐震診断では倒
壊やその危険性が示され、バリア
フリー化などの対応も限界に達し
ていました。

新庁舎の建設は、こうした問題の解決だけではなく、
今後の本市まちづくりの先導的な役割を果たし、未来
へと受け継いでいく庁舎とするため、機能性、利便性、
安全性など多角的な視点から整備を進めてきました。
この度、長年の懸案であった大事業が落成を迎え、

皆さんの交流・活動の場として大いに利用していただ
けることを期待しています。そして、この素晴らしい
庁舎で、より質の高い市民サービスの実現に向けて、
職員一同、全力で職務に取り組んでまいります。
 土岐市長　加藤靖也

新庁舎の完成を祝い、地域住民や工事関係者などを招いて落成記念式典を行いました。式典後はお披露目
会として一般に公開し、多くの皆さんが見学に訪れました。
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粗製乱売防止のため、美濃陶磁器同業組合より地域ごと
に専製権 が与えられました。また、 それ以前からある風
土・歴史から生産品目が決定されました。

専製権は廃止され、分業化で得たノウハウを生かした窯元
や、生産品目を変えたり種類を増やしたりする窯元が、 時代
に合った製品を世に送り出しています。

（※）

時代に合ったやきもの生産へ

土岐市内だけでどのようなニーズにも対応でき、多様な
製品を作るノウハウがあります。
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